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※本稿は，2024 年 3 月に行ったプレス発表（https://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2024/pr20240318_3/pr20240318_3.html）に加筆し，再編したものです．

１．はじめに

産総研地質調査総合センター（GSJ）活断層・火山研究部

門大規模噴火研究グループでは，阿蘇 3噴火により噴出し

た大規模火砕流堆積物の分布図を 2024 年 3月に公表・出

版しました（星住ほか，2024）．従来の地質図では把握が困

難であった阿蘇 3火砕流堆積物の詳細な分布，層厚及び特

徴，日本列島とその周辺の海域に堆積した阿蘇 3火山灰の

分布をデジタルデータで作成し，阿蘇 4火砕流堆積物に隠

されてその全貌がわかっていなかった巨大噴火である阿蘇

3噴火の全体像とその影響の範囲を明らかにしました．こ

こではこの阿蘇3火砕流堆積物の分布図について紹介しま

す．

２．開発の社会的背景と大規模火砕流分布図

わたしたちは，低頻度大規模災害の要因となりえる巨大

噴火について，国内の代表的な事例研究を進めています．

巨大噴火による火砕流は広大な地域を壊滅させ，また国土

のほぼ全域に及ぶ火山灰災害を引き起こすと予想されま

す．縄文時代早期にあたる約 7千年前以降，日本国内では

このような巨大噴火は発生していませんが，地質学的証拠

からこのような巨大噴火は将来必ず発生すると考えられま

す．

大規模火砕流噴火の影響範囲を予測するための基礎資料

として過去に発生した巨大噴火の噴出物の分布を把握する

ことが必要です．しかし，噴火後の侵食作用により噴出物

は失われ，また噴火後の新しい地層に覆われているため，

既存の地質図では噴出物の正確な分布を把握することが困

難です．そこで，巨大噴火による火砕流やそれに伴う降下

テフラが到達した範囲を地図上に示すだけでなく，さまざ
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まな地質学的な解説も加えた「大規模火砕流分布図」シリー

ズを順次作成し公表しています．

この「大規模火砕流分布図」シリーズでは，過去約 13 万

年間に国内で発生した巨大噴火に着目し，その火砕流堆積

物や降下テフラの分布や層厚などの情報を統一的な基準や

縮尺（25 万分の 1）で示しています．伝統的な地質図（20

万分の 1や 5万分の 1地質図，火山地質図など）では，基

本的に表層に露出する地質体を表示し，伏在する地質体や，

地質図に図示できないような狭い小規模分布についてはあ

まり示してきませんでした．そこで「大規模火砕流分布図」

シリーズでは，火砕流堆積物の伏在確認地点や小規模な分

布域を記号などで表示することにより，その広がりを分か

りやすく示しています．これまでに「阿蘇カルデラ阿蘇 4

火砕流堆積物分布図」（星住ほか，2023），「姶良カルデラ

入戸火砕流堆積物分布図」（宝田ほか，2022a）及び「支笏カ

ルデラ支笏火砕流堆積物分布図」（宝田ほか，2022b）を出

版しています．

３．阿蘇 3火砕流分布図の内容

九州中部に位置する阿蘇火山は，約 28万年前に先駆的

な溶岩を出したあと，約 27万年前以来 4回の巨大噴火に

よる大規模火砕流を噴出してきました．大規模火砕流の間

には，テフラや溶岩を噴出するより小規模な噴火活動があ

ります．現在は阿蘇カルデラ内の中央火口丘群で活発な噴

火活動が続いています（第1図）．大規模火砕流のうち3回

目の約 13万年前の阿蘇 3火砕流堆積物は，約 9万年前に

噴出した阿蘇4火砕流堆積物や平野の堆積物などにより広

く覆われており，地表での露出は断片的で噴火の全貌は未

解明でした．また火砕流堆積物の詳細な分布範囲やその構

成物の特徴，小規模な分布地や地下の伏在地点の情報は散



GSJ 地質ニュース Vol. 13  No. 8（2024 年 8 月）          195

阿蘇３火砕流堆積物分布図

在してまとまっていませんでした．本研究では阿蘇3噴火

の全体像を明らかにするため，既存の報告を取りまとめる

とともに現地調査を行い，その分布範囲を「阿蘇カルデラ

阿蘇 3火砕流堆積物分布図」として取りまとめて公開しま

した（第 2図）．

阿蘇 3火砕流堆積物は，下位から軽石を含む阿蘇 3A火

砕流堆積物，スコリアを含む阿蘇 3B火砕流堆積物，発泡

の悪い多斑晶のスコリアを含む阿蘇 3C火砕流堆積物に区

分されます．阿蘇 3火砕流堆積物の分布域は，阿蘇カルデ

ラを中心とした広い範囲に及びます．南東方向では約110 

km離れた宮崎平野中央部まで，北東方向では約 70 km離

れた大分県の別府湾岸付近まで，北西方向では約 90 km離

れた佐賀県の有明海沿岸まで，南西方向では約 80 km離れ

た熊本県南部の人吉盆地まで阿蘇3火砕流堆積物が確認で

きます．本分布図では，火砕流堆積物の上面高度を分布図

上にプロットし，上面高度の等高線を描画しています．ま

た，地質調査で判明した地表における火砕流堆積物の分布

に加え，地下に火砕流堆積物が埋没している，あるいは過去

に存在していた可能性がある範囲についても，ボーリング

資料などから推測して図示することで，実際に阿蘇 3火砕

流が覆った可能性がある地域を可視化しました（第 3図）．

これにより，九州中部の平野部の大部分に火砕流が到達し

たことがわかります．また，火砕流噴火に伴って遠方に降

下した阿蘇3火山灰の主な確認地点も図示しました．阿蘇

3噴火により，阿蘇カルデラから 800 km以上離れた関東

地方や，さらに遠く 1,300 km以上離れた太平洋の海底で

も厚さ数 cmの火山灰が確認されています（第 4図）．

阿蘇 3火砕流堆積物分布図で示された大規模火砕流の

分布範囲とそれに基づく火砕流の分布復元結果は，阿蘇 3

火砕流によって壊滅的な影響を被った範囲を示しているた

め，将来同様の噴火が発生した場合に，どの程度の範囲に

どのような影響が及ぶのかを推測する手がかりとなりま

す．軟弱な火砕流堆積物は斜面災害の要因ともなりえるた

め，その分布情報は土砂災害リスクの評価にも有用です．

また，熊本平野では阿蘇カルデラから噴出した火砕流堆積

物が重要な帯水層となっています．

本分布図の解説書では，阿蘇 3火砕流堆積物の地表や

地下での分布のほか，阿蘇カルデラの長期的な活動や阿蘇

3噴火の推移や火砕流堆積物の特徴を解説しています．ま

た，火砕流堆積物の上面高度，層厚分布，軽石，スコリア

や石質岩片の最大粒径，火砕流の流向を示すと考えられる

軽石やスコリアの長軸配列方向を示した図などを掲載して

います．さらに，各地の火砕流堆積物の露頭写真（第 5図，

第 6図）も示しました．これらの阿蘇 3火砕流堆積物分布

図とその解説書は，PDFファイル及びGISデータとしてGSJ

のウェブサイトからダウンロードできます（https://www.

gsj.jp/Map/JP/lvi.html）．電子媒体での特性を活かし，�

修正箇所が生じた場合，随時アップデートしていく予定で

す．

第 1 図　阿蘇火山の主要噴出物の層序及び年代（星住ほか，2024）
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第 2 図　阿蘇カルデラ阿蘇 3 火砕流堆積物分布図（全体；星住ほか，2024）
　　　　�濃い桃色は阿蘇 3 火砕流堆積物の分布地域．薄い桃色は阿蘇 3 火砕流堆積物が地下に分布あるいは過去に分布

していた可能性がある地域．
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第 3 図　阿蘇カルデラ阿蘇 3 火砕流堆積物分布図（阿蘇カルデラ付近の拡大図；星住ほか，2024）　　
　　　　�濃い桃色は阿蘇 3 火砕流堆積物の分布地域．薄い桃色は阿蘇 3 火砕流堆積物が地下に分布あるいは過

去に分布していた可能性がある地域．濃い桃色の六角形は小規模な分布地点．青い丸はボーリングで
伏在が確認された地点（数字は層厚，m）．青線と数字は阿蘇 3 火砕流堆積物の上面高度の概略（標高，m）． 

第 4 図　�阿蘇 3 火砕流に伴う阿蘇
3 火山灰の分布図（星住
ほか，2024）
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第 5 図　阿蘇 3 火砕流堆積物の溶結部（星住ほか，2024）
　　　　�阿蘇カルデラ南東方の宮崎県高千穂町での阿蘇 3 火砕流堆

積物．柱状節理が発達．下部の水に浸かった太く規則的な
部分はコロネード，中〜上部の節理が細かく不規則に見え
る部分はエンタブラチャーと呼ばれる．

第 6 図　阿蘇 3 火砕流堆積物の弱溶結部（星住ほか，2024）
　　　　�阿蘇カルデラ東方，大分県豊後大野市での阿蘇 3B 火砕流堆

積物．黒色のスコリアを多量に含む．


